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減損損失の計上、補償費用 （製品保証引当金繰入額）の発生 

及び通期業績予想修正に関するお知らせ 
 

 

株式会社ケーヒン（本社：東京都新宿区、代表取締役社長：相田圭一）は、本日別途公表いたしました「空調事業

に関する覚書締結のお知らせ」にて記載の空調事業の譲渡の検討を進めるなかで、減損損失を計上することとなりま

した。さらに、2020年３月期において補償費用 （製品保証引当金繰入額）を計上することといたしましたので、お知ら

せいたします。これらにくわえ、最近の業績動向等を踏まえた結果、2020 年３月期通期（2019 年４月１日から 2020 年

３月 31 日まで）の通期連結業績予想を下記の通り修正いたしましたので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．減損損失の計上および内容について 

 当社は、2019 年 10 月 30 日付「空調事業の譲渡予定に関するお知らせ」に記載の通り、空調事業のさらなる競争

力強化による成長の拡大を実現するため第三者への事業譲渡に向け検討を進めてまいりました。本日別途公表い

たしました「空調事業に関する覚書締結のお知らせ」にて記載の空調事業の譲渡に関して具体的な検討を進めるな

かで、当社空調事業の公正価値を評価した結果、当社空調事業の資産の帳簿価額の評価減を認識するに至りまし

た。そのため、当社連結業績においては、2020 年３月期第４四半期にて減損損失として約 80 億円を計上することと

なりました。 

 

２．補償費用 （製品保証引当金繰入額）の計上について 

当社グループで生産した四輪車用空調製品（コンデンサー）の一部に不具合があり、得意先において無償交換を

行うことになりました。これにより、本件に係る当社の負担見込み額として約 75 億円を補償費用（製品保証引当金繰

入額）として計上することといたしました。 

 

３．2020 年３月期通期の連結業績予想の修正 

（2019 年４月１日～2020 年３月 31 日） 

 売上収益 営業利益 税引前利益 当期利益 

親会社の所有

者に帰属する

当期利益 

基本的１株当たり 

当期利益 

前回発表予想 (A) 
百万円 

328,000 

百万円 

15,000 

百万円 

12,500 

百万円 

6,500 

百万円 

4,600 

円 銭 

62.20 

今回発表予想 (B) 319,500 △4,500 △8,000 △13,000 △14,400 △194.71 

増 減 額 (B－A) △8,500 △19,500 △20,500 △19,500 △19,000  

増 減 率 (%) △2.6% - - - -  

(ご参考)前期実績 
(2019 年３月期) 

349,220 26,259 24,759 17,858 15,706 212.37 

 

 

 



 

 

[修正の理由] 

2020 年３月期連結会計期間において上記の減損損失および、補償費用 （製品保証引当金繰入額）を計上する

ことにくわえ、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、中国国内の生産拠点において生産活動を停止したことや、

中国をはじめ日本やアジアにおいて二輪車・汎用製品と四輪車製品の販売が減少している影響などを現在想定で

きる範囲で見込んだ結果、売上収益および利益ともに前回発表を下回る見込みとなったため、2020 年３月期通期

業績予想を修正いたしました。 

 

※ 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現時点で入手可能な情報に基づき

当社の経営者が判断した予想であり、リスクや不確実性を含んでいます。従いまして、これらの業績予想の

みに全面的に依拠して投資判断を下すことは控えるようお願いいたします。実際の業績は、様々な重要要素

により、これらの業績予想とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おき下さい。 

実際の業績に影響を与え得る重要要素には、当社の事業領域を取り巻く経済情勢、市場の動向、対ドルを

はじめとする円の為替レート等が含まれます。 

 

以上 


